
2016夏 学生海外派遣プログラム 

医療系プログラム～フィールドワーク型～ 
アメリカ・ネパール・フィリピン 

-大学コンソーシアムひょうご神戸- 
提供校：神戸常盤大学 

【実施期間】2016年9月10日（土）～9月19日（月） 

【場所】アメリカ合衆国マサチューセッツ州（ボストン）／ネパール連邦民主共和国（カトマンズ） 

    ／フィリピン共和国（マニラ） 

【参加費】アメリカ約27万円／ネパール約22万円／フィリピン約20万円 

     ※往復航空券・宿泊費及び現地での団体行動費用等実費を含む（為替等、価格変動あり） 

     ※日本国内空港までの費用、現地食費、海外旅行保険料は各自実費負担 

                   【説 明 会】 

日時／場所：２０１６年４月９日（土）１０：００～／神戸常盤大学（神戸市長田区大谷町２丁目６－２） 

申込方法：メール件名に「海外研修説明会申込」とし、本文に大学名、学部、学年、氏名を記載のうえ、 

     ４月７日（木）までに下記問合せ先メールアドレス宛にお申込みください。 

問合せ先： rcd@common.kobe-tokiwa.ac.jp 

※大学コンソーシアムひょうご神戸HP  

 URL：http://www.consortium-hyogo.jp/c_program/college_students.html 

 【参加資格・要件】   対象：臨床検査学・栄養学系学科 

 ●所属大学において、日本の医療およびその他の国の医療について基礎的な知識を学んでいること 

 ●事前・事後研修への参加、レポートの提出 

 ●英語力証明等の提出は不要であるが、現地での英語力は必要 

【募集人数】各行先ごとに若干名 

【申込方法】 所属大学窓口に参加申込書・参加希望理由書を提出 

      （詳細は、大学コンソーシアムひょうご神戸HPを参照） 

【申込期間】２０１６年４月１日（金）～４月２2日（金） 

【参加者決定方法】参加希望理由書をもとに選考 

【研修概要】先端医療技術を用い高度な医療を提供しているアメリカ、日本と比較して医療施設や保健 

      施設が整っていないネパール、都市と地方の医療水準格差が大きいフィリピン、のいずれ 

      かを選択して訪問する。参加学生は、事前研修において３カ国の状況について学び、予め 

      日本との比較を行ったうえで現地訪問し、帰国後は事後研修における報告及び討論会を通じ 

      て、日本を含めた４カ国の保健医療状況を学ぶことができる。 

【認定単位】１単位（大学コンソーシアムひょうご神戸における単位互換制度の枠組みにて科目提供） 



医療検査コース～訪問先別研修内容～ 

対象学科：臨床検査技師や栄養士など医療系学科 

◇アメリカ（ボストン） 

病院、バイオテック企業、 

大学研究室など 

医療検査の知識を発展できる 

施設での訪問研修     

◇ネパール（カトマンズ） 

 水質調査、微生物検査など 

衛生環境の 

フィールドワーク 

◇フィリピン（マニラ） 

感染症専門病院 

臨床検査部門での 

実技を伴う研修と病棟見学 




